2018年度経済統計学会学生報告会への参加支援事業 : 和歌山大会参加の事業報告 by unknown






I 2018 年経済統計学会全国研究大会への参加プログラムの設定経緯 
 
1．本プログラム実施の背景 




































































































II 2018 年経済統計学会全国研究大会への参加プログラム 
 
1．本プログラム概要と災害の発生による影響 
プログラムは当初 3 月から学生募集を行い，GW 頃までに学会報告申請を行った．その
後ゴールデンウィークから 8 月頃まで学会報告用資料や学会報告の準備の指導を実施した．
学会報告の要旨は概ね 7 月中で，報告資料はほぼ 8 月中に作成した．そのため論文の指導
に際しては政府統計部会の教員が個別に接触して 7 月頃に一度指導向けの報告会を開いた．
全体の流れは図 1 及び表 1 の通りとなっていた． 
学会プログラムの全容は以下に示す通りとなっていた．しかしながら 2018 年は災害が非
常に多い年で，台風によって大阪湾，和歌山市，神戸方面での高潮被害によって関西国際










経済統計学会 2018 年度全国研究大会全体プログラム 
2018 年 9 月 9 日(日) 理事会 
10 日(月) 研究大会，総会，懇親会 
11 日(火) 研究大会 
〔ここまでの会場〕和歌山県民文化会館（和歌山市小松原通り一丁目 1 番地） 
12 日(水)〔午前〕学生研究報告会，〔午後〕チュートリアルセミナー 
〔ここまでの会場〕和歌山県データ利活用推進センタ （ー和歌山市東蔵前丁 3－17 
南海和歌山市駅ビル 5F） 
 
 学生及び教員は 9 月 9 日に現地入りし，12 日午後に帰京した．引率は助教 2 名(濱本，西
林)で行い，現地での対応は櫻本が担当するという分担制で実施した．9 月 10 日と 11 日は
各自興味関心があるプログラムに参加し，情報収集に当たった． 
 
表 1 本プログラムの流れ 
2018 年 3 月 学生募集開始 
4 月 23 日 応募締め切り 
5 月上旬 採用通知及び学会報告申し込み 
・・・ （以降逐次学会報告指導） 
7 月 25 日 学会報告準備のための研究報告会 
8 月 報告要旨の作成と提出 
9 月 12 日 和歌山にて学会報告 
 
2．9 月 12 日学生研究報告会 
 報告会は以下の順序で予定していたが，北海道の関係者は地震の影響で参加できず，残
りのメンバーで実施した．会場は，統計センターが新たに和歌山県に設けたデータ利活用





［センター活動報告］2018 年度経済統計学会学生報告会への参加支援事業 (47) 
学生研究報告会プログラム 
















済統計学会で何度か依頼講演を受ける機会を得た．本報告の発展的な内容を 10 月と 12 月




























































































































































1)  本稿と直接関係ないが，本学 CSI は 2017 年度第 1 回データ利活用コンペティションに
も学生を送り，準優勝した経緯がある． 
 
2) 統計研究会(2018)「供給・使用表の枠組みの更なる活用及び四半期 GDP 速報の拡充に
関する海外先行事例調査報告書（文献等の調査と訪問調査の結果）」内閣府 HP 上
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/seibi/kouhou/contents/pdf/180117_houkokusho.pdf#sea
rch='%E7%B5%B1%E8%A8%88%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A+%E4%BE%9
B%E7%B5%A6%E4%BD%BF%E7%94%A8%E8%A1%A8'  
 
